


多数の島々からなるインドネシアは染織文化の宝庫であるとも言われて

います。本展はインドネシア、ジャカルタ在住の元日本人女性、エイコ・アドナ

ン・クスマ氏が長年、収集した膨大なインドネシアの染織品から選りすぐっ

た優品を紹介します。

第一部は、日本未公開の木綿による染織品約75点で構成されます。ス

マトラ島やジャワ島といった主要な島以外のカリマンタン、スラウェシ、テイモ

ールなどの島々にはインドネシア古来の伝統を残す地方色豊かな染織文

化が残されています。

スンバ島の華やかで不思議な模様の経絣の布や力強い藍染経絣の布。

フローレス島の刺繍を想わせる緯紋織や綴織の素朴で繊細な衣や地味

で細かい柄の経絣の布。南・中テイモール県の明るく華やかな男性用肩

掛け。スラウェシ島の藍、赤、黄の大胆な儀式用布。西カリマンタン州の呪

術的な世界を想わせる原始的な模様の布など各島には土着性と神秘性

に満ちた染織世界が繰り広げられています。

第二部は、福岡市美術館所蔵のエイコ・クスマ・コレクションからスマトラ

島とジャワ島の37点の染織品を陳列します。

アチェのアップリケや刺繍の布、ミナンカバウの緯紋織り。南スマトラ州、

パレンバンの華やかな絹の経緯耕布や刺繍の儀式用布。ランプンの刺繍

や緯紋織りなど、スマトラ島は染織の多彩さで有名です。貴族階級の衣装

をはじめ、祭礼、儀式の際に身にまとったり、会場を飾った染織品を中心と

した華やかな絹・木綿製の布の優品15点を紹介します。

加えて、ジャワのチレンボン、ジョクジャカルタ、ソロ、プカロンガン、クドゥスな

どで作製された草花紋などの独自の美しい模様を展開している丹念な手

仕事のジャワ島各地の代表的ローケツ染めの技法によるカイン・バティック

いわゆるジャワ更紗から、選りすぐった22点を紹介します。

インドネシアの代表的な島々の木綿を主とする全110余点の染織で、そ

の多様な美しさを味わっていただきたく思います。

男性用肩掛 ・腰布
ティモール島、東テイモール民主共和国 経編、経絣、編込、木綿

筒形腰衣 赤 頭巾ちゃん文様更紗
ジャワ島、クトウス ローケツ染、木綸

儀JC用壁掛 スマトラ島、ラン″州
刺綺 毛 織物、刺綺糸、撚金糸、雲母

男性用肩掛 ・腰布
スンパ島、ゴディ、スンパ人 経耕、編込、木綸

背 負 子  ヵ リマンタン島、

クニャダヤック人、カヤンダヤッタ人

編組、ビーズ編、ビーズ細工

カリマンタン島、サラワク州(マレーシア)、イバングヤック人

経縞、経絣、編込、木綿

儀式用幡 (部分 )ス ラウェシ島、トラジヤ人 防染染(手描き)、刺綺(プランケットステッチ)、本綺

■ギャラリートーク

第1回 8月 5日(火)午 後2時

第2回 8月22日(金)午 後2時

講師/当 館主任学芸員 .福井泰民

■美術映画会
8月23日(土)午 後2時より

「葵祭り」、(京都の魅力 美のすべてシリーズより)
「写実と絵画について」、(近代美術、実践と論争シリーズより)

■美術相談
8月2日(土)午 後2ptょり      、
水野道子(水彩画)、磯村敏之(油彩画)
9月7日(日)午 後2時より

和田義彦(油彩画)、佐久間公憲(油彩画)

女性用腰衣(部分)ス ンパ島、スンノ哄
■次回予告 :9月 23日 (大)～ 10月 5日 (日)ト ルコ現代絵画展及び含同手工芸品展


